



Self-evaluation of the Fundamental Competencies for Working 
Persons before and after the training of nursing students
市　川　裕美子
要約　臨地実習が看護学生の「社会人基礎力」の育成にどのように関連しているかを
明らかにすることを目的に、A 短期大学看護学科の学生 6 名を対象に、経済産業省
から提示され岐阜大学医学部看護学科が一部改変した能力評価表を参考に作成した評

























































生 73 名を対象に、実習前後（第 1・2 回目調
査）と平成 25 年度の対象者でかつ平成 26 年
度の実習を履修する学生 73 名を対象（第 3
回目調査）に行ったが、回収数が少なく量的
分析が不可能となったため、全 4 回調査のう














（1）　第 1 回目（以下 : 2 年次実習前）平
成 25 年 11 月高齢者看護実習を履修する学生
73 名を対象に実習前の自己評価の提出を求
めた。
（2）　第 2 回目（以下 : 2 年次実習後）平
成 25 年 12 月高齢者看護実習後の自己評価の
提出を求めた。
（3）　第 3 回目（以下 : 3 年次実習前）平
成 26 年 4 月専門看護実習を履修し、かつ第
1 回目と 2 回目の対象であった学生 73 名に
実習前の自己評価の提出を求めた。
（4）　第 4 回目（以下 : 3 年次実習後）平





















平成 25 年 10 月八戸学院大学・八戸学院短
期大学の研究倫理審査会の承認を得た。その




































実習は、1 年次に基礎看護実習 I・II が実
施され、2 年次 11 月から専門実習として高
齢者看護実習 I（施設）、高齢者看護実習 II（病
院）、3 年次 5 月～11 月までの期間に、成人
看護 I・II、精神看護、母性看護、小児看護 I・
II、在宅看護、統合看護が実施される。1 年




配布数は 73 名、回収数は 9～24 で、回収
率は 12.3%～32.8% であった。また、2 年次









学生 A : 2 年次実習後柔軟性が 1 点下降し、
3 年次実習前では 2 年次実習後より 7 点下降
したが、3 年次実習後では 11 点上昇した。
学生 B : 2 年次実習後に能力要素 8 項目に
ついて各1点上昇し合計点が8点上昇したが、
3 年次実習前に 2 点下降し、その後 3 年次の
実習前後では柔軟性が 1 点上昇、規律性が 1
点下降し合計点数では変化がなかった。
学生 C : 2 年次実習後に主体性とストレス
コントロール力が各 1 点上昇したが、3 年次
実習前ではストレスコントロール力を含む 5
項目で各 1 点、合計 5 点の下降があった。3
年次実習後では、7 項目各 1 点、合計 7 点上
昇した。
学生 D : 2 年次実習前から 3 年次実習前の
3 回の合計点は、25～27 点であまり変化がな
かったが、3 年次実習後では 35 点となり 8～
10 点の上昇であった。
学生 E : 2 年次実習後に傾聴力が 1 点上昇
したが、計画力とストレスコントロール力が
下降し合計点が 1 点下降した。しかし 3 年次
実習前の合計点は、この 1 名の学生のみ前 2
回よりも高い点数であり、さらに 3 年次実習
後の合計でも 7 点の上昇であった。
学生 F : 2 年次・3 年次の実習前の合計点





2 年次実習前 73 24 32.8％
2 年次実習後 73 22 30.1％
3 年次実習前 73  9 12.3％


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1）　2 年次実習前と 2 年次実習後では、12
項目で 1～2 点上昇、1 項目計画力で 1 点下
降であった。
2）　2 年次実習後と 3 年次実習前では、1
項目倫理性で 1 点上昇、12 項目において 1～
5 点下降で、5 点下降は傾聴力、4 点下降は
創造力であった。
3）　3 年次実習前と 3 年次実習後では、13
項目すべてで 1～8 点上昇であった。8 点上
昇は柔軟性、5 点上昇は傾聴力であった。





Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
2前 28 24 28 25 22 26
2後 27 32 30 27 21 38
3前 20 30 25 26 26 25
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